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内容の要旨および審査の結果の要旨
上咽頭癌は，患者血清中の抗Epstein-Barrウイルス（EBV）抗体価の上昇および腫癌細胞内のＥＢＶ
ゲノムの存在などによりその原因としてＥＢＶの関与が指摘されている悪性睡癌のひとつである。この
EBVと上咽頭癌の密接な関連に着目し，上咽頭癌頚部リンパ節転移と診断された14症例において，転移
リンパ節のパラフィン包埋組織からポリメラーゼ連鎖反応（polymerasechainreaction，ＰＣＲ）を
用いてＥＢＶの増幅を行い，サザンプロットハイブリダイゼーション法にてＥＢＶＤＮＡの検出を試みた。
対照群として上咽頭癌以外の頭頚部悪性腫瘍（扁平上皮癌）で頚部リンパ節転移を認めた16例，悪性リン
パ腫の頚部転移リンパ節３例，反応性リンパ節腫脹１例を選び同様にＥＢＶＤＮＡの検出を行った。
さらにＥＢＶゲノム保有上皮系細胞株ＮＰＣ－ＫＴ細胞をヌードマウスに移植し形成された皮下腫瘍に対し
て穿刺吸引細胞針（fineneedleaspirationbiopsy，FNAB）を施行し，採取された細胞を用いて
PCR法を行いＥＢＶＤＮＡの検出も行った。得られた成績は以下のように要約される。
１．上咽頭癌頚部リンパ節転移のパラフィン包埋組織14例中12例にヒトβ－グロピンＤＮＡ力戦出された。
この12例中９例にＥＢＶＤＮＡの検出が見られた。対照群ではヒトβ－グロピンＤＮＡが検出された１８
例において･すべてＥＢＶＤＮＡは検出されなかった。
２．ＥＢＶＤＮＡ検出例は，病理組織学的分類では非角化型，未分化型であり，検出された全例に血清
ＶＣＡ－ＩｇＡ抗体価の陽性がみられた。
３．ＮＰＣ－ＫＴ細胞の１～105個の希釈系列を用いた簡易ＰＣＲ法による実験では，102個以上の細胞が
あればＥＢＶＤＮＡの検出が可能であることが示唆された。
４．Ｘ線を照射したヌードマウスに移植された２×107個のＮＰＯ－ＫＴ細胞によって約２週間で顕著な腫
瘍形成がみられ，腫瘍の組織像は上咽頭癌組織分類における非角化型を示した。
５．ヌードマウスに形成された腫瘍へのＦNABにおいて穿刺針として１８，２１，２３ゲージの３種類を用い
たが，全例に採取された細胞を用いた簡易ＰＣＲ法によってＥＢＶＤＮＡの検出が見られた。
これらの成績から，生体においてもＦＮＡＢによって採取された細胞を用いた簡易ＰＣＲ法によるＥＢＶ
ＤＮＡの検出は，上咽頭癌頚部転移の分子生物学的診断法となるものと思われた。
以上，本研究は上咽頭癌頚部転移の診断には腫瘍組織内のＥＢＶＤＮＡの検出が有用であること，ま
たFNAＢによって得られた微量な組織からでもＥＢＶＤＮＡの検出が可能であることを示唆したもので
あり，上咽頭癌頚部転移の分子生物学的診断，並びに原発巣不明頚部転移癌症例の診断に貢献する価値あ
る労作と評価された。
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